
摂
関
期
の
近
衛
府
府
務
運
営
と
下
級
官
人

ー
ー
ー
右
近
衛
府
年
預
将
曹
紀
正
方
を
中
心
に
l
l

は
じ
め
に
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摂
関
期
、
近
衛
府
は
本
来
の
軍
事
的
意
義
を
喪
失
し
、
近
衛
将
ら
上
級
官
人
は
栄

誉
職
化
・
貴
族
化
し
た
、
と
い
わ
れ
て
き
た
。
ま
た
摂
関
期
の
近
衛
府
の
府
務
運
営

は
近
衛
府
政
所
が
中
心
と
な
っ
て
お
こ
な
っ
て
お
り
、
年
預
将
・
同
将
監
・
同
将
曹

・
同
番
長
が
所
属
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
「
百
近
衛
府
年
預
は
早

く
か
ら
出
現
し
、
将
曹
・
府
生
ク
ラ
ス
の
有
力
な
随
身
が
補
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で

あ
っ
た
。
一
方
、
院
政
期
に
は
「
下
級
官
人
で
あ
る
将
曹
か
ら
選
ば
れ
る
」
庁
頭
が

出
現
し
、
実
務
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た
2
』
）
。
庁
頭
は
大
石
氏
、
惟
宗
氏
、
中
原
氏
な

ど
特
定
の
氏
族
が
世
襲
し
て
い
た
f
E
年
預
が
近
衛
府
に
い
ち
早
く
出
現
し
た
の
は
、

近
衛
府
の
官
司
上
層
部
が
貴
族
化
し
、
府
の
実
務
運
営
か
ら
切
り
離
さ
れ
、
将
監
以

下
の
下
級
官
人
が
実
務
の
担
い
手
と
な
っ
て
い
っ
た
た
め
と
さ
れ
て
い
る

zz

こ
の
様
に
近
衛
府
務
運
営
や
近
衛
府
年
預
の
研
究
は
進
展
し
た
が
、
年
預
と
庁
頭

の
関
係
性
や
庁
頭
成
立
以
前
の
府
務
遼
営
へ
の
下
級
官
人
の
関
与
の
あ
り
方
な
ど
は

い
ま
だ
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
よ
っ
て
本
稿
で
は
特
に
庁
頭
と
の
関
係
性
が

問
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
年
預
将
曹
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
摂
関
期
の
年
預
将
曹
と
さ

れ
る
紀
正
方
に
つ
い
て
は
、
『
小
右
記
』
に
二

O
年
以
上
の
長
期
間
に
わ
た
っ
て
豊
富

な
関
連
記
事
が
存
在
す
る
。
庁
頭
成
立
以
前
の
近
衛
府
下
級
官
人
に
よ
る
府
務
運
営

を
紀
正
方
の
活
動
を
通
し
て
見
て
い
き
た
い
。

第 3号史人

斎

藤

拓

海

一
、
右
近
将
曹
紀
正
方
の
活
動

紀
正
方
に
つ
い
て
は
鳥
谷
氏
が
年
預
将
曹
と
し
て
言
及
し
て
い
る
F
E

そ
れ
に
よ

る
と
正
方
は
年
預
将
監
と
共
に
右
大
将
藤
原
実
資
と
年
預
将
と
の
聞
の
連
絡
役
に
あ

た
っ
た
り
、
相
撲
擬
近
奏
の
作
成
な
ど
の
近
衛
府
政
所
の
実
務
を
担
当
し
て
い
た
と

さ
れ
る
。
右
近
府
生
時
代
に
も
『
小
右
記
』
に
何
度
か
登
場
し
て
い
る
が
、
年
預
官

人
と
し
て
の
活
動
は
将
嘗
昇
進
後
の
寛
弘
八
（
一

O
一
二
年
か
ら
見
ら
れ
る
と
さ

れ
る
Z
E

こ
れ
以
降
、
長
元
四
（
一

O
三
こ
年
に
至
る
ま
で

E
『
小
右
記
』
に
幾

度
と
な
く
登
場
し
て
い
る
。
本
章
で
は
『
小
右
記
』
に
あ
ら
わ
れ
る
紀
正
方
の
活
動

に
つ
い
て
、
近
衛
府
政
所
に
お
い
て
ど
の
様
な
役
割
を
負
っ
て
い
た
の
か
に
注
目
し

て
考
察
す
る
。
な
お
正
方
の
個
人
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
寛
弘
五
（
一

O
O
八
）
年

に
府
生
か
ら
将
曹
に
昇
進
し
た
こ
と
が
わ
か
る
く
ら
い
で
そ
の
系
譜
関
係
な
ど
は
一

切
不
明
で
あ
る
正
）
O
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右
近
衛
府
関
係
の
情
報
伝
達

ま
ず
、
近
衛
府
内
外
の
情
報
伝
達
に
従
事
す
る
紀
正
方
の
姿
を
見
ょ
う
。
先
行
研

究
が
言
う
よ
う
に
正
方
は
右
大
将
実
資
の
指
示
を
そ
の
時
々
の
年
預
将
に
伝
え
た
り
E
、

年
預
将
か
ら
大
将
へ
の
報
告
や
決
裁
願
い
な
ど
を
．
実
資
に
伝
え
た
り

E
と
大
将
・
年

預
将
聞
の
連
絡
を
お
こ
な
っ
て
い
た
。
正
方
の
関
連
記
事
は
こ
の
類
の
も
の
が
大
半

1 



摂関期の近衛府府務運営と下級官人ー右近衛府年預将曹紀正方を中心にー（寮藤）

を
占
め
て
い
る
。
一
見
、
実
資
の
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
の
様
で
あ
る
が
、
実
資
と
正
方

と
の
個
人
的
な
関
係
は
全
く
見
え
な
い
の
で
、
こ
れ
ら
の
情
報
伝
達
は
先
行
研
究
の

言
う
様
に
あ
く
ま
で
年
預
将
曹
と
し
て
お
こ
な
っ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。

正
方
は
大
将
・
年
預
将
聞
の
み
の
情
報
伝
達
を
お
こ
な
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

大
外
記
か
ら
番
長
守
富
に
伝
え
ら
れ
た
右
近
衛
府
へ
の
連
絡
事
項
を
実
資
に
取
り
次

ぐ
な
ど
近
衛
府
下
級
官
人
か
ら
の
報
告
を
大
将
に
取
り
次
ぐ
こ
と
も
お
こ
な
っ
て
い

た

E
。
近
衛
府
案
主
が
年
預
官
人
に
伝
え
る
べ
き
で
あ
っ
た
相
撲
召
仰
の
連
絡
が
滞

っ
た
事
例
で
は
、
実
資
が
正
方
に
事
情
を
尋
ね
て
お
り
、
正
方
が
近
衛
府
下
級
官
人

の
報
告
を
把
握
す
る
立
場
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る

5
0
ま
た
、
春
日
祭

E
、
大
原
野

祭
B
な
ど
近
衛
官
人
が
祭
使
を
勤
め
る
祭
礼
で
、
そ
の
準
備
作
業
の
過
程
で
祭
使
の

近
衛
官
人
と
の
連
絡
を
と
っ
て
い
た
。

正
方
の
情
報
伝
達
は
近
衛
府
内
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
太
政
官
か
ら
の
連
絡
事
項

も
正
方
が
取
り
扱
っ
て
い
た
。
近
衛
府
が
関
わ
る
行
事
に
つ
い
て
外
記
か
ら
は
日
程

・
招
集
関
連
の
連
絡
を
、
史
か
ら
は
準
備
・
装
束
関
連
の
連
絡
を
受
け
、
そ
れ
を
実

資
に
伝
え
て
い
た
。
事
例
と
し
て
は
、
外
記
か
ら
の
行
幸
日
程

5
・
参
入
時
刻

S
の

連
絡
、
大
外
記
か
ら
の
女
踏
歌
停
止
、
射
礼
・
賭
弓
の
三
月
へ
の
延
期
連
絡

E
、
官

下
部
か
ら
の
射
札
停
止
連
絡
さ
な
ど
、
史
か
ら
の
春
宮
御
元
服
に
お
け
る
近
衛
府
の

装
束
指
定

E
な
ど
が
あ
る
。

太
政
官
以
外
の
外
部
組
織
か
ら
の
連
絡
事
項
も
正
方
が
取
り
扱
っ
て
い
た
。
春
宮

坊
か
ら
帯
刀
試
で
右
近
馬
場
を
使
用
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
の
で
馬
場
を
掃
除
し
て
張

皮
し
て
お
い
て
ほ
し
い
と
の
依
頼
が
あ
っ
た
こ
と
を
実
資
に
伝
え
た
事
例
き
、
右
馬

寮
の
馬
属
為
政
か
ら
白
馬
列
見
に
馬
頭
・
助
が
参
入
で
き
な
い
こ
と
に
つ
い
て
問
い

合
わ
せ
ら
れ
、
寮
宮
不
参
の
時
は
近
衛
中
少
将
も
不
参
す
る
こ
と
に
な
る
と
答
え
た

事
例

5
が
あ
っ
た
。
今
宮
社
か
ら
紫
野
今
宮
御
霊
会
に
近
衛
府
が
奉
仕
す
る
よ
う
に

と
の
今
宮
牒
を
受
け
取
っ
た
事
例
も
あ
り
さ
、
外
部
組
織
か
ら
の
文
書
の
受
取
も
お

こ
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
正
方
は
右
近
衛
府
と
外
部
組
織
と
の
連
絡
窓
口
に
な

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

右
近
衛
府
へ
の
情
報
伝
達
の
窓
口
は
紀
正
方
に
限
る
も
の
で
は
な
く
、
年
預
将
・

将
監
や
近
衛
将
曹
・
府
生
ら
の
事
例
も
あ
る
が
、
そ
れ
ら
に
比
べ
て
正
方
の
事
例
が

長
期
間
に
渡
っ
て
多
く
見
ら
れ
る
。
近
衛
府
の
情
報
伝
達
は
年
預
将
曹
で
あ
る
紀
正

方
の
許
に
あ
る
程
度
集
約
さ
れ
、
そ
の
後
に
本
人
ま
た
は
他
の
将
監
・
将
曹
・
府
生

な
ど
が
大
将
・
年
預
将
ら
に
伝
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

文
書
作
成
・
保
管

右
近
衛
府
の
府
務
関
係
文
書
は
政
所
が
作
成
・
保
管
し
て
お
り
さ
、

預
将
曹
と
し
て
ど
の
様
な
役
割
を
果
た
し
た
か
が
問
題
と
な
る
。

2 

紀
正
方
が
年

史
料
一巳刻
許
参
一
一
摂
政
殿
一
、
奉
謁
、
申
ニ
兼
成
朝
臣
給
レ
官
事
等
一
、
良
久
清
談
〈
宰

相
乗
二
車
後
一
〉
、
有
ニ
除
目
難
レ
行
事
・
高
陽
院
可
レ
造
事
等
一
、
随
身
番
長
身
人

部
保
重
数
年
騎
射
一
手
、
亦
為
一
随
身
一
、
亦
先
年
前
太
相
府
乗
レ
酔
有
下
可
レ
任
二

府
生
一
之
命
上
、
彼
間
保
重
在
二
伊
予
国
上
伺
不
レ
能
ニ
承
従
一
、
去
年
須
レ
給
二
府

生
奏
一
、
而
多
事
之
間
不
レ
知
一
一
案
内
一

l
者
無
レ
使
召
仕
、
因
レ
之
子
ν
今
遅
留
、

A
宙
開
｝

府
生
欠
二
人
、
先
請
1
任
保
重
4

之
後
相
定
而
己
、
以
二
将
監
扶
宣
二
ホ
ゴ
遣
将
等

一－

e

A

紀

）

一

色

許
－
、
且
可
レ
書
一
儲
請
奏
一
之
事
仰
ニ
将
曹
正
方
一
、
将
監
扶
宣
参
来
云
、
将
等
云
、

－

A

将
曹
｝

ι

一

一

一

承
レ
之
、
士
山
正
方
持
斗
来
奏
一
、
加
署
給
ニ
扶
岩
手
、
令
レ
署
了
可
レ
付
二
頭
左
中
弁
経

通
一
之
由
仰
レ
之
、
加
－
二
行
一
給
レ
之
、
早
可
二
奏
下
一
之
由
也
、
（
後
略
）

（
『
小
右
記
』
寛
仁
三
（
一

O
一
九
）
年
二
月
一
一
日
条
）
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史
料
一
は
右
近
番
長
身
人
部
保
重
の
府
生
昇
進
の
手
続
き
に
関
す
る
記
事
で
あ
る
。

実
資
の
随
身
で
あ
る
保
重
は
「
数
年
続
射
一
平
ヰ
乙
で
あ
り
、
先
年
太
閤
道
長
が
酔
い

に
任
せ
て
府
生
に
し
て
や
る
と
命
じ
た
の
だ
が
、
そ
の
頃
に
保
重
は
伊
予
国
に
い
た

た
め
、
府
生
に
で
き
な
か
っ
た
。
去
年
、
手
続
き
を
進
め
る
べ
き
で
あ
っ
た
が
、
多

事
の
た
め
に
進
め
て
い
な
か
っ
た
。
実
資
は
保
重
・
を
あ
ま
り
召
し
使
う
機
会
が
な
か



っ
た
か
ら
い
ま
ま
で
遅
延
し
て
し
ま
っ
た
が
、
今
年
は
府
生
の
欠
員
が
二
人
あ
る
か

ら
、
保
重
を
ま
ず
候
補
者
と
し
て
推
挙
し
、
そ
の
あ
と
も
う
一
人
を
近
衛
将
ら
で
定

め
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
実
資
は
年
預
将
監
扶
宣
に
将
ら
に
こ
の
こ
と
を
連
絡
す
る

よ
う
指
示
し
、
同
時
に
年
預
将
曹
紀
正
方
に
保
重
の
府
生
奏
の
作
成
を
命
じ
た
。
そ

の
後
年
預
将
監
扶
宣
は
将
ら
に
府
生
候
補
者
人
選
に
つ
い
て
了
解
を
得
た
こ
と
を
実

資
に
報
告
し
、
年
預
将
曹
正
方
は
保
重
の
府
生
奏
を
作
っ
て
実
資
の
も
と
に
も
た
ら

し
、
実
資
は
そ
れ
に
加
署
し
て
扶
宣
に
渡
し
、
将
ら
の
署
名
を
と
っ
て
左
中
弁
経
通

に
渡
す
よ
う
命
じ
た
。
実
資
は
経
通
に
す
ぐ
に
奏
下
す
る
よ
う
添
え
書
き
し
た
。
こ

こ
に
は
、
年
預
将
監
が
近
衛
将
へ
の
連
絡
・
文
書
回
覧
、
頭
弁
へ
の
文
書
送
付
、
年

預
将
曹
が
文
書
の
作
成
と
い
う
分
担
関
係
が
見
え
る
。

2 0 1 1 

史
料
二

戸

武

力

〕

（

醐

基

）

府
生
奏
〈
下
毛
野
公
氏
〉
事
以
一
一
将
監
扶
宣
一
示
ゴ
遣
頭
中
将
許
一
、
是
可
レ
令
ν
成

〔

綻

｝

ム

〔

少

｝

〔

害

土

レ
奏
事
，

A
F｝
其
後
将
曹
正
方
参
来
、
仰
一
一
案
内
一
、
小
時
持
斗
来
奏
一
、
加
察
了
、

令
b

加
一
一
持
等
署
一
可
レ
付
二
頭
中
将
一
由
含
一
主
方
一
詑
、

（
『
小
右
記
』
万
寿
二
（
一

O
二
五
）
年
一
一
月
一
七
日
条
）

第 3号史人

史
料
二
も
府
生
昇
進
に
関
す
る
記
事
で
あ
る
。
ま
ず
実
資
は
、
年
預
将
監
高
扶
宣

に
右
頭
中
将
源
顕
基
に
下
毛
野
公
武
の
府
生
昇
進
に
つ
い
て
連
絡
し
、
府
生
奏
の
作

成
を
命
じ
た
。
こ
こ
で
の
顕
基
の
立
場
は
年
預
将
で
あ
る
。
そ
の
後
、
（
年
預
将
顕
基

か
ら
の
命
を
受
け
た
）
年
預
将
曹
紀
正
方
が
実
資
の
許
に
参
来
し
た
の
で
、
府
生
奏

作
成
を
命
じ
た
。
し
ば
ら
く
し
て
正
方
が
府
生
奏
を
持
参
し
た
た
め
、
実
資
が
加
署

し
、
近
衛
将
ら
の
加
署
を
集
め
て
右
頭
中
将
源
顕
基
に
付
す
よ
う
命
じ
た
。
こ
の
後
、

顕
基
は
右
中
将
と
し
て
府
生
奏
に
加
署
し
、
蔵
人
頭
と
し
て
府
生
奏
を
取
り
次
い
だ

と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
年
預
将
監
が
年
預
将
に
大
将
の
命
を
伝
え
、
大
将
・
年
預

将
の
命
を
受
け
た
年
預
将
曹
が
文
書
を
作
成
し
て
近
衛
将
ら
に
回
覧
し
、
蔵
人
頭
に

付
し
て
い
る
。
史
料
一
と
比
べ
る
と
年
預
将
曹
が
文
書
の
回
覧
を
お
こ
な
っ
て
い
る

文
書
の
作
成
を
年
預
将
曹
が
担
っ
て
い
る
の
は
こ
こ
で

な
ど
の
相
違
点
が
あ
る
が
、

も
同
じ
で
あ
る
。

府
生
奏
の
他
に
も
正
方
は
相
撲
擬
近
奏
の
作
成
も
お
こ
な
っ
て
い
た
。
正
方
は
相

撲
擬
近
奏
に
つ
い
て
「
太
路
書
工
注
可
レ
入
レ
奏
者
↑
進
レ
之
」
と
さ
れ
て
お
り

aτ

擬

近
奏
を
作
成
し
て
実
資
に
提
出
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
右
近
衛
府
の
月

A

紀）

奏
に
つ
い
て
も
「
去
月
々
奏
事
将
曹
正
方
有
一
過
失
一
」
と
月
奏
の
過
失
で
正
方
が
責

任
を
問
わ
れ
て
怠
状
を
提
出
し
て
い
る
き
こ
と
か
ら
、
正
方
が
月
奏
作
成
の
責
任
者

で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

こ
の
様
に
近
衛
府
政
所
に
お
け
る
文
書
作
成
を
年
預
将
習
で
あ
る
紀
正
方
が
担
っ

て
い
た
。
政
所
の
文
書
行
政
は
年
預
将
曹
紀
正
方
が
支
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
前
述

の
情
報
伝
達
の
際
に
は
、
正
方
は
文
書
を
持
参
し
、
実
資
や
年
預
将
の
決
裁
を
求
め

た
り
、
近
衛
将
ら
に
回
覧
し
た
り
し
て
い
る
。
正
方
の
持
参
文
書
と
し
て
見
え
る
の

は
前
述
の
府
生
奏
、
擬
近
奏
、
月
奏
の
ほ
か
、
旬
政
に
用
い
る
番
奏
簡
〔
号
、
相
撲
定

文
・
雑
物
請
奏

g
、
大
将
宣
（
望
、
随
身
差
文
さ
、
物
節
定
文

5
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。

こ
れ
ら
も
基
本
的
に
は
正
方
が
作
成
責
任
者
で
あ
っ
た
と
見
て
良
い
だ
ろ
う
。
同
一

人
物
に
よ
る
文
書
作
成
者
と
情
報
伝
達
者
の
兼
任
は
効
率
的
な
事
務
処
理
の
あ
り
方

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

こ
う
し
た
あ
り
方
に
お
け
る
年
預
将
曹
紀
正
方
の
活
動
が
か
い
ま
見
ら
れ
る
の
が
、

次
に
挙
げ
る
伊
予
国
大
組
米
検
封
・
大
棋
使
拘
留
事
件
で
あ
る
。
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史
料
三

（

藤

原

）

〔

十

カ

｝

（

激

）

招
↓
↑
蔵
人
右
少
弁
資
業
一
、
含
刊
付
伊
与
大
根
米
百
五
口
石
、
新
司
頼
光
乍
二
在
京

一
未
一
一
着
任
一
一
了
午
一
一
庁
宣
［
］
宮
人
一
令
一
一
検
封
一
事
上
、
但
以
一
一
府
奏
状
一
可
レ
奏

曲
、
同
相
一
不
口
、
且
為
レ
令
レ
知
一
一
事
情
一
奏
状
可
レ
作
之
由
、
先
日
仰
一
一
正
方
一
了
、

追
可
レ
送
一
一
資
業
許
＼
（
『
小
右
記
』
寛
仁
二
（
一

O
一
八
）
年
四
月
一
日
条
）

府
奏
持
来
、
令
一
一
取
捨
一
返
斗
賜
正
方
一
、
仰
下
可
レ
附
一
一
資
業
朝
臣
一
之
由
上
〈
請
印



之
載
之
文
也
、

戸川主

令
レ
加
一
一
持
井
六
位
官
人
一
両
署
一
、
早
可
レ
付
由
仰
レ
之
〉
、

（
『
小
右
記
』
寛
仁
二
（
一

O
一
八
）
年
四
月
二
日
条
）

摂関期の近衛府府務運営と下級官人ー右近衛府年頭将曹紀正方を中心にー（理事藤）

｛
藤
原
｝
戸
経
〕

正
方
持
寸
来
府
奏
一
、
加
二
中
将
兼
住
署
一
、
仰
下
加
一
一
六
位
宮
人
一
両
署
一
早
可
レ
付

－
一
資
業
朝
臣
一
之
由
上
、
（
『
小
右
記
』
寛
仁
二
（
一

O
一
八
）
年
四
月
三
日
条
）

将
曹
正
方
申
云
、
府
奏
一
昨
凶
一
一
右
少
弁
資
業
一
、
今
朝
取
二
案
内
一
、
資
業
云
、

早
可
レ
令
一
一
免
上
｝
之
由
有
二
摂
録
命
一
、
随
則
仰
ゴ
遣
伊
与
守
頼
光
一
、
即
申
一
一
可
レ

免
由
一
了
、
向
－
一
彼
朝
臣
所
一
可
二
案
内
一
者
、
罷
向
問
一
事
由
一
、
頼
光
他
行
、
間
一
一

目
代
伍
倫
朝
臣
一
、
申
云
、
今
明
不
レ
宜
日
也
、
明
後
日
可
一
参
来
一
者
、
可
レ
奉
ニ

免
文
一
欺
、
（
『
小
右
記
』
寛
仁
二
（
一

O
一
八
）
年
四
月
五
日
条
）

〔新］

F

拘〕

伊
与
大
線
使
祈
司
物
留
事
、
依
二
宣
旨
一
一
月
一
免
上
一
之
庁
宣
正
方
持
来
、

誤
之
上
不
レ
載
一
一
精
代
・
車
力
一
、
伺
返
斗
遣
国
司
所
一
、

（
『
小
右
記
』
寛
仁
二
（
一

O
一
八
）

使
姓
相

年
四
月
八
日
条
）

史
料
三
の
一
連
の
記
事
に
よ
る
と
、
寛
仁
ニ
（
一

O
一
八
）
年
四
月
、
伊
予
守
源

頼
光
の
命
で
伊
予
国
在
庁
官
人
に
よ
っ
て
右
近
衛
府
大
糠
米
一
五

O
石
が
検
封
さ
れ
、

大
様
使
が
拘
留
さ
れ
た
。
四
月
一
日
、
実
資
は
蔵
人
資
業
を
呼
び
出
し
、
事
態
を
口

頭
で
伝
え
、
大
線
使
の
解
放
と
大
様
米
の
進
上
を
求
め
る
正
式
の
府
奏
は
追
っ
て
提

出
す
る
と
伝
え
た
。
実
資
は
、
府
奏
の
作
成
を
何
日
か
前
に
将
曹
正
方
に
命
じ
て
い

た
。
二
日
、
正
方
が
で
き
あ
が
っ
た
府
奏
を
実
資
の
許
に
持
参
し
た
。
実
資
は
そ
れ

を
添
削
し
て
正
方
に
返
し
、
近
衛
将
と
近
衛
府
六
位
宮
人
（
将
監
以
下
）
ら
が
加
署

し
た
う
え
で
府
印
を
押
捺
し
て
蔵
人
弁
資
業
に
付
す
よ
う
命
じ
た
。
三
日
、
正
方
が

年
預
中
将
藤
原
兼
経
の
加
署
を
得
て
、
訂
正
し
た
府
奏
を
実
資
の
許
に
持
参
し
た
。

実
資
は
そ
れ
を
確
認
し
、
六
位
官
人
に
加
署
さ
せ
て
早
く
蔵
人
弁
資
業
に
付
す
よ
う

正
方
に
命
じ
た
。
五
日
、
正
方
は
実
資
の
も
と
に
来
て
、
三
日
に
府
奏
を
資
業
に
付

し
、
今
朝
、
資
業
に
ど
う
な
っ
た
か
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
資
業
は
、
摂
政
藤
原
頼
通
の

命
に
よ
り
、
伊
予
守
源
頼
光
が
大
根
使
の
解
放
に
応
じ
た
の
で
、
頼
光
邸
に
行
っ
て

事
情
を
告
げ
る
よ
う
に
、
と
答
え
た
の
で
、
頼
光
邸
に
行
っ
て
解
放
す
る
手
続
き
を

と
る
よ
う
求
め
る
と
、
頼
光
は
留
守
で
あ
り
、
目
代
伍
倫
か
ら
明
後
日
に
ま
た
来
る

よ
う
言
わ
れ
た
、
と
実
資
に
報
告
し
た
。
八
日
、
大
根
使
解
放
を
宣
旨
に
も
と
づ
い

て
現
地
の
留
守
所
に
命
じ
る
伊
予
国
司
庁
宣
を
正
方
が
受
取
り
、
実
資
の
許
に
持
参

す
る
。
実
資
は
こ
れ
を
確
認
し
、
文
書
の
不
備
（
大
根
使
の
氏
名
の
誤
記
、
精
代
・

車
力
料
未
記
載
）
を
指
摘
し
て
国
司
頼
光
に
返
し
て
書
き
直
さ
せ
る
よ
う
指
示
し
た
。

こ
の
後
、
文
言
の
訂
正
さ
れ
た
国
司
庁
宣
を
受
け
取
っ
た
正
方
は
、
使
者
に
庁
宣
を

持
た
せ
て
伊
予
国
に
派
遣
し
、
在
庁
官
人
に
庁
宣
を
示
し
て
大
根
使
を
解
放
さ
せ
、

大
級
米
検
封
を
解
除
さ
せ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
様
に
正
方
は
事
件
に
際
し
て
府
奏
を
作
成
し
、
文
書
を
持
参
し
て
右
大
将
実

資
、
年
預
中
将
や
他
の
近
衛
官
人
、
蔵
人
弁
藤
原
資
業
、
伊
予
守
源
頼
光
の
聞
を
往

還
し
、
事
態
の
収
拾
に
奔
走
し
て
い
る
。
こ
の
事
例
で
は
大
将
の
実
資
が
年
預
将
曹

の
正
方
に
命
じ
て
事
件
へ
の
対
応
に
あ
た
っ
て
い
た
。
年
預
将
曹
は
年
預
将
・
将
監

と
同
様
に
大
根
米
を
扱
っ
た
「
根
所
」
の
職
務
を
兼
任
し
て
い
た
と

E
思
わ
れ
る
の

で
、
年
預
将
曹
の
正
方
が
対
応
に
あ
た
っ
た
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
実
資
が
年
預
将

・
将
監
を
通
さ
ず
、
直
接
正
方
に
対
応
を
指
示
し
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の

様
な
突
発
的
な
事
態
に
迅
速
な
対
応
が
必
要
と
さ
れ
る
場
合
は
、
府
の
実
務
を
掌
握

し
て
い
た
年
預
将
曹
を
動
か
す
の
が
効
率
的
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
後
述
す
る
近
衛
府

年
中
行
事
運
営
に
は
登
場
す
る
年
預
将
監
や
年
預
以
外
の
将
曹
、
府
生
ら
の
姿
は
こ

こ
で
は
見
え
な
い
。
文
書
作
成
に
あ
た
る
年
預
将
曹
が
府
務
運
営
の
中
心
に
い
る
こ

と
が
う
か
が
え
る
。

近
衛
府
政
所
に
は
先
例
答
申
機
能
が
あ
り
、
そ
の
た
め
の
資
料
と
し
て
府
庫
に
文

書
を
集
積
し
、
保
管
し
て
い
た
と
さ
れ
る
（
担
）
O

紀
正
方
も
こ
う
し
た
先
例
答
申
に
関

与
し
て
い
た
。
賭
弓
手
結
で
射
手
に
賜
る
禄
の
前
例
諮
問
五
）
、
賭
弓
の
手
結
日
程
に

つ
い
て
の
前
例
諮
問
（
M

｝
の
事
例
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
吉
田
祭
使
提
出
の
供
物
申
文
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を
前
例
を
勘
じ
て
充
て
給
う
よ
う
実
資
に
命
じ
ら
れ
て
い
る
五
百
こ
れ
は
府
庫
に
保

管
さ
れ
て
い
る
前
年
以
前
の
供
物
申
文
と
照
合
し
、
要
求
さ
れ
て
い
る
供
物
が
適
正

か
判
断
し
た
上
で
祭
使
に
引
き
渡
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
正
方
は
府
庫
で
の
文
書

保
管
と
文
書
勘
申
を
任
務
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

府
庫
を
紀
正
方
が
管
理
し
て
い
た
と
思
わ
せ
る
事
例
が
あ
る
。
右
大
将
実
資
が
正

方
に
博
実
に
手
を
染
め
た
随
身
た
ち
を
処
罰
す
る
た
め
に
府
庫
に
拘
禁
す
る
様
に
命

じ
た
事
例
で
あ
る
（
当
。
摂
関
家
で
は
従
者
を
処
罰
す
る
た
め
に
厩
舎
人
に
命
じ
て
厩

に
拘
禁
し
て
い
た
と
さ
れ
て
お
り
き
、
正
方
も
府
庫
の
管
理
人
と
し
て
随
身
た
ち
の

拘
禁
を
命
じ
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

府
庫
に
は
文
書
だ
け
で
は
な
く
、
儀
式
・
祭
礼
・
芸
能
で
官
人
・
近
衛
が
着
用
す

る
儀
佼
・
装
束
な
ど
も
保
管
さ
れ
て
お
り
き
、
こ
れ
ら
の
出
納
も
、
年
預
将
曹
の
役

割
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

第3号

勤
務
管
理

年
預
将
曹
紀
正
方
は
、
近
衛
官
人
の
勤
務
管
理
に
も
関
与
し
て
い
た
。
前
述
し
た

月
奏
の
作
成
か
ら
正
方
が
近
衛
官
人
の
勤
務
状
況
を
把
握
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
雷
鳴
日
官
人
散
状
の
作
成
も
確
認
で
き
る
き
o

近
衛
官
人
の
陣
直
・
夜
行
の

欠
勤
が
問
題
化
し
た
際
に
は
、
対
応
策
と
し
て
近
衛
官
人
ら
の
尋
問
と
毎
旬
の
見
参

を
進
め
る
こ
と
を
実
資
に
命
じ
ら
れ
て
い
る

a
z
正
方
が
近
衛
官
人
の
勤
務
記
録
を

示
す
文
書
を
作
成
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
正
方
が
節
会
の
開
門
奉
仕
を
他
の
右

近
将
曹
に
命
じ
て
い
る
事
例
も
あ
り
主
、
陣
直
・
夜
行
を
含
め
た
日
常
勤
務
の
監
督

も
お
こ
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

ー
か
ら

3
ま
で
の
正
方
の
活
動
は
近
衛
府
の
日
常
的
な
活
動
に
関
す
る
も
の
で
あ

る
。
正
方
は
年
預
将
曹
と
し
て
主
に
文
書
管
理
を
通
じ
て
近
衛
府
の
日
常
的
な
活
動

を
支
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

3 

史人

4
行
事
運
嘗

年
預
将
曹
紀
正
方
は
、
相
撲
節
や
賭
弓
・
騎
射
な
ど
近
衛
府
が
関
与
す
る
年
中
行

事
の
運
営
に
参
画
し
て
い
た
。
近
衛
府
で
は
こ
れ
ら
の
儀
礼
を
運
営
す
る
に
あ
た
り
、

相
撲
所
や
射
場
所
な
ど
行
事
運
営
部
署
「
所
」
が
随
時
編
成
さ
れ
、
運
営
に
あ
た
っ

て
い
た
さ
。
正
方
も
こ
う
し
た
「
所
」
に
所
属
し
、
行
事
運
営
に
従
事
し
て
い
た
。

ま
ず
、
相
撲
節
の
場
合
を
見
て
み
よ
う
。
紀
正
方
は
万
寿
四
（
一

O
二
七
）
年
と

長
元
四
（
一

O
一
二
こ
年
に
は
年
預
将
監
高
扶
宣
や
府
生
紀
基
武
・
下
毛
野
光
武
と

共
に
相
撲
所
官
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
さ
。
正
方
は
相
撲
定
文
（
竺
・
手
結
A
0
・

装
束
請
奏
皇
、
擬
近
奏
さ
な
ど
の
持
参
、
相
撲
人
の
引
率
8
、
相
撲
召
仰
の
実
施
報

告
（
ぎ
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
活
動
は
後
述
す
る
様
に
他
の
近
衛
官
入
も
お
こ
な
っ
て
お
り
、

年
預
将
曹
紀
正
方
の
国
有
の
職
掌
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
正
方
は
相
撲
所
宮

人
と
し
て
こ
れ
ら
の
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

次
に
騎
射
・
姥
弓
な
ど
の
射
芸
行
事
の
運
営
に
従
事
す
る
紀
正
方
の
姿
を
見
て
み

よ
う
。
正
方
が
射
芸
行
事
の
行
事
運
営
部
署
で
あ
る
射
場
所
に
所
属
し
て
い
た
と
と

を
明
記
し
て
い
る
記
事
は
見
あ
た
ら
な
い
が
、
運
営
に
関
与
し
て
い
る
記
事
が
あ
り
、

射
場
所
官
人
と
し
て
活
動
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
騎
射
手
結
に
つ
い
て
は
右
中
将

源
雅
通
か
ら
の
使
者
と
し
て
荒
手
結
の
射
手
交
答
に
つ
い
て
実
資
の
指
示
を
請
う
た

り
、
騎
射
真
手
結
で
射
手
交
替
要
員
の
騎
射
の
技
量
を
実
資
に
報
告
し
た
り
し
て
い

る
さ
。
賭
弓
に
つ
い
て
は
、
勝
敗
を
実
資
に
報
告
し

5
、
府
生
に
命
じ
て
近
衛
将
ら

に
告
げ
廻
ら
さ
せ
手
結
着
行
を
催
促
し
（
さ
、
賭
弓
に
奉
仕
し
な
い
近
衛
官
人
か
ら
過

状
を
提
出
さ
せ
る
さ
な
ど
を
お
こ
な
っ
て
い
た
。

こ
れ
ら
射
芸
行
事
へ
の
運
営
従
事
も
相
撲
節
の
場
合
と
同
様
に
他
の
近
衛
官
人
に

も
見
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
年
預
将
曹
紀
正
方
の
困
有
の
職
掌
で
は
な
か
っ
た
。
正
方

は
あ
く
ま
で
射
場
所
官
人
と
し
て
運
営
に
従
事
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
様
に
年
預
将
曹
紀
正
方
は
、
行
事
運
営
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
行
事
を

担
当
す
る
「
所
」
の
宮
人
と
し
て
運
営
に
従
事
し
て
い
た
。
前
述
し
た
様
に
年
預
将
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監
高
扶
宣
は
相
撲
所
官
人
で
あ
っ
た
が
、
同
様
に
年
預
将
曹
紀
正
方
も
こ
う
し
た

「
所
」
に
し
ば
し
ば
所
属
し
て
い
た
。
年
頭
官
人
は
必
ず
「
所
」
に
所
属
し
て
い
た

の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
は
あ
く
ま
で
「
所
」
官
人
と
し
て
の
活
動
で
あ
り
、
年
預

官
人
固
有
の
職
掌
で
は
な
か
っ
た
。

摂関期の近衛府府務運営と下級官人一右近衛府年預将曹紀正方を中心にー（粛藤）

二
、
紀
正
方
と
他
の
近
衛
府
下
級
官
人
と
の
関
係

前
章
で
は
年
預
将
曹
紀
正
方
の
府
務
運
営
に
お
け
る
活
動
を
見
て
き
た
が
、
府
務

運
営
に
関
与
し
て
い
る
近
衛
府
下
級
官
人
は
正
方
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
年
預
将
監

と
の
職
掌
の
分
担
は
前
述
し
た
の
で
、
年
預
将
曹
と
他
の
近
衛
将
曹
・
府
生
以
下
の

近
衛
官
人
と
の
役
割
分
担
を
見
て
み
よ
う
。

『
小
右
記
』
万
寿
四
（
一

O
二
七
）
年
七
月
二
八
日
条
に
、
相
撲
召
合
に
あ
た
っ

て
、
不
参
で
あ
っ
た
り
束
帯
を
着
な
か
っ
た
り
し
た
官
人
が
、
公
事
を
な
お
ざ
り
に

す
る
者
と
し
て
問
題
と
な
っ
て
い
る
様
子
が
見
え
る
。
そ
こ
で
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の

は
右
近
将
曹
多
政
方
、
府
生
勝
良
真
、
将
曹
若
倭
部
亮
範
、
府
生
字
自
可
良
忠
で
あ

り
、
処
罰
と
し
て
「
不
レ
可
レ
預
一
一
府
中
雑
事
一
」
と
さ
れ
た
。
彼
ら
四
人
は
「
府
中
雑

事
」
に
預
か
る
立
場
に
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
こ
の
処
分
が
処
罰
と
し
て
成
立
し
た
の

で
あ
ろ
う
。

こ
の
中
で
、
勝
良
真
は
踏
歌
節
会
の
不
参
近
衛
官
人
の
勘
文
を
書
き
改
め
て
持
参

す
る
な
ど
近
衛
府
務
運
営
へ
の
関
与
が
見
ら
れ
る

avo
ま
た
若
倭
部
亮
範
は
、
前
述

の
紀
正
方
の
月
奏
の
過
失
の
際
に
正
方
の
怠
状
を
実
資
に
取
り
次
い
だ
り
、
同
日
に

亮
範
が
近
衛
官
人
昇
進
を
年
預
中
将
に
伝
え
る
使
者
と
な
っ
た
り
し
て
い
る
S
E

た

だ
し
、
こ
れ
ら
の
事
例
は
紀
正
方
の
そ
れ
と
比
べ
る
と
事
例
が
か
な
り
少
な
い
。

ま
た
、
『
小
右
記
』
長
元
三
（
一

O
三
O
）
年
五
月
二
日
条
に
は
、
近
衛
官
人
の
勤

務
状
況
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
正
方
と
他
の
近
衛
将
曹
と
の
違
い
が
見
て
取
れ
る
。

こ
の
時
は
在
京
将
曹
の
う
ち
、
「
勤
直
」
し
て
い
る
の
は
紀
正
方
だ
け
で
あ
っ
て
残
り

の
多
政
方
、
勝
良
真
、
若
倭
部
亮
範
の
三
人
は
「
勤
直
」
し
て
い
な
い
と
批
判
さ
れ

て
い
る
。
逆
に
言
え
ば
、
年
頭
将
曹
で
あ
る
紀
正
方
が
勤
直
し
て
い
れ
ば
、
府
務
運

営
に
支
障
は
出
な
い
の
で
あ
り
、
正
方
に
事
務
処
理
が
集
中
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
他
の
近
衛
将
曹
が
府
務
運
営
に
関
与
す
る
場
合
は
、
前
述
し
た
若
倭
部
亮
範
が

正
方
の
怠
状
を
取
り
扱
っ
た
事
例
の
様
に
年
預
将
曹
の
補
助
的
立
場
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
こ
の
事
例
は
正
方
が
自
分
の
怠
状
を
取
り
扱
う
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た

た
め
で
あ
り
、
向
日
に
亮
範
が
近
衛
官
人
昇
進
を
年
預
中
将
に
伝
え
る
使
者
と
な
っ

て
い
る
の
も
正
方
が
月
奏
の
過
失
の
た
め
に
謹
慎
し
て
い
る
た
め
で
あ
っ
た
ろ
う
。

将
曹
よ
り
下
位
の
近
衛
官
人
の
場
合
は
ど
う
か
。
他
に
相
撲
節
、
射
芸
行
事
、
祭

礼
に
従
事
し
た
近
衛
府
下
級
官
人
と
し
て
、
清
井
正
武
（
号
、
身
人
部
保
重
点
目
）
、
紀
保

方
（
望
、
紀
基
武
（
卸
）
、
下
毛
野
光
武
A

印
v

な
ど
が
い
る
。
彼
ら
は
臨
時
の
行
事
運
営
機
関

「
所
」
の
宮
人
と
し
て
儀
礼
運
営
に
従
事
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
彼
ら
は
府
生
以

下
の
近
衛
官
人
た
ち
で
あ
り
、
毎
年
の
相
撲
節
や
射
芸
行
事
に
従
事
す
る
府
生
の
顔

ぶ
れ
は
二
疋
し
な
い
た
め
、
彼
ら
は
年
預
将
監
・
年
預
将
曹
の
指
揮
下
で
そ
の
時
々

に
応
じ
て
交
代
で
臨
時
の
「
所
」
に
所
属
し
て
儀
礼
運
営
に
従
事
し
て
い
た
と
思
わ

れ
る
。こ
の
ほ
か
、
恒
常
的
に
設
置
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
「
所
」
と
し
て
前
述
の
政

所
、
娘
所
が
あ
り
、
衛
門
府
と
同
様
の
「
厨
家
」
や
「
養
所
」
な
ど
も
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
（
8
0

近
衛
上
毛
野
重
基
が
政
所
に
勤
務
し
て
い
た
さ
こ
と
や
衛
門
府
棋
所
に

権
案
主
・
番
長
・
門
部
な
ど
下
級
職
員
が
勤
め
て
い
た
さ
こ
と
な
ど
か
ら
こ
れ
ら
の

近
衛
府
の
恒
常
的
「
所
」
に
も
府
生
以
下
の
案
主
・
番
長
・
府
掌
・
使
部
ら
府
下
級

職
員
が
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

右
近
府
生
で
あ
っ
た
こ
ろ
の
紀
正
方
は
、
相
撲
定
文
の
持
参
（
H
Z

賭
弓
の
報
告
A
g
、

旬
政
に
用
い
る
番
奏
簡
の
持
参

8
な
ど
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
基
本
的
に

「
所
」
官
人
と
し
て
の
活
動
で
あ
る
。
府
生
時
代
の
正
方
が
行
事
運
営
に
携
わ
る
場

合
は
、
臨
時
の
「
所
」
に
所
属
し
て
事
務
に
従
事
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
府
生
正
方

が
府
の
日
常
事
務
に
関
与
し
て
い
る
記
事
は
見
あ
た
ら
な
い
が
、
政
所
や
紋
所
に
所

属
す
る
下
級
職
員
と
し
て
年
預
将
曹
の
も
と
で
実
務
に
携
わ
っ
て
い
た
可
能
性
は
あ
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る
。
な
お
正
方
が
府
生
だ
っ
た
こ
ろ
に
は
、
身
人
部
仲
重
が
右
近
将
曹
と
し
て
し
ば

し
ば
実
資
の
許
を
訪
れ
て
お
り
｛
旬
、
仲
重
が
年
預
将
曹
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い

8
0

年
預
将
曹
と
し
て
近
衛
府
政
所
の
実
務
を
担
っ
て
い
た
紀
正
方
で
あ
る
が
、
年
預

将
監
や
他
の
近
衛
将
曹
・
府
生
の
多
く
と
は
異
な
る
性
格
を
持
っ
て
い
た
。
そ
れ
は

正
方
が
長
期
間
、
『
小
右
記
』
に
登
場
す
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
の
中
で
随
身
を
勤
め

た
記
事
や
競
馬
、
射
芸
行
事
、
楽
舞
に
乗
尻
、
射
手
、
舞
人
・
楽
人
と
し
て
奉
仕
し

た
記
事
が
全
く
見
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
武
芸
や
楽
舞
に
優
れ
た
一
般
的
な
近
衛

官
人
の
イ
メ
ー
ジ
は
正
方
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
の
で
あ
る
。

一
方
で
、
年
預
将
監
に
は
播
磨
保
信
を
は
じ
め
と
し
て
随
身
で
あ
り
、
競
馬
で
乗

尻
を
勤
め
た
人
物
が
多
い
｛
宮
前
述
の
「
府
中
雑
事
」
に
預
か
る
と
さ
れ
た
中
に
は
、

「
舞
道
第
ご
と
福
わ
れ
た
多
政
方
主
、
「
能
射
」
字
自
可
良
忠
吉
、
実
資
随
身
で
あ

っ
た
若
倭
部
亮
範
へ
主
が
い
る
。
「
所
」
官
人
と
し
て
活
動
し
て
い
た
下
毛
野
光
武
（
宮
、

清
井
正
武
（
？
高
扶
武
（
ち
も
随
身
で
あ
り
、
競
馬
や
射
芸
行
事
へ
の
奉
仕
が
見
ら
れ

る。
紀
正
方
に
は
こ
う
し
た
儀
礼
の
演
者
と
し
て
の
性
格
が
全
く
見
ら
れ
ず
、
近
衛
府

政
所
の
事
務
処
理
に
特
化
し
た
官
人
で
あ
っ
た
と
見
て
良
い
。
正
方
は
い
わ
ば
近
衛

府
の
事
務
方
と
で
も
言
う
べ
き
性
格
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

近
衛
府
に
は
、
紀
正
方
の
他
に
も
事
務
方
に
あ
た
る
官
人
が
存
在
し
た
。
前
述
し

た
右
近
将
曹
勝
良
真
は
皇
太
后
宮
史
生
を
兼
任
し
て
お
り
さ
、
文
筆
に
長
け
て
い
た

こ
と
が
想
像
で
き
る
。
一
方
で
良
真
に
武
芸
や
楽
舞
の
演
者
と
し
て
の
活
動
は
ほ
ぼ

見
ら
れ
な
い
。
「
所
」
所
属
の
近
衛
官
人
の
中
に
も
紀
保
方
の
様
に
随
身
と
し
て
の
勤

務
、
儀
礼
の
演
者
と
し
て
の
活
動
が
見
ら
れ
な
い
者
が
お
り
、
こ
う
し
た
事
務
に
従

事
す
る
近
衛
官
人
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
右
近
将
曹
小
野
奉
政
は
旧
蔵
人
所
出
納
で
三
条
院
主
典
代
で
あ
っ
た
｛
2
0

後
に
太
政
官
の
史
に
転
出
し
き
、
六
位
史
と
し
て
様
々
な
事
務
処
理
に
従
事
し
た
。

蔵
人
所
出
納
か
ら
近
衛
官
人
に
な
っ
た
事
例
と
し
て
他
に
多
治
時
政
が
い
る
。
時
政

は
一
条
天
皇
の
蔵
人
所
出
納
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
死
後
の
長
和
二
（
一

O
二
二
）
年

第 3号史人

に
左
近
将
曹
と
な
っ
て
い
る
〈
子
小
野
奉
政
・
多
治
時
政
の
存
在
は
、
近
衛
府
に
出

納
・
史
に
な
り
得
る
実
務
官
人
が
所
属
し
て
い
た
こ
と
、
蔵
人
所
出
納
か
ら
近
衛
将

曹
を
経
て
太
政
官
史
と
な
る
昇
進
ル

l
ト
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
い
わ
ば

下
級
実
務
官
人
の
近
衛
府
へ
の
出
向
と
捉
え
ら
れ
よ
う
。

奉
政
と
時
政
は
近
衛
将
曹
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
が
、
府
生
以
下
に
も
同
様
の
出
向

官
人
が
い
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
。
そ
も
そ
も
諸
衛
府
生
は
衛
府
に
お
け
る
史
生
で

あ
り
、
三
局
史
生
か
ら
衛
門
府
生
へ
の
転
任
も
あ
っ
た
£
）
O

史
生
か
ら
近
衛
府
生
と

な
っ
た
実
例
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
、
が
、
近
衛
府
に
も
少
な
か
ら
ず
こ
う
し
た
出
向

事
務
官
人
が
存
在
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
前
述
の
勝
良
真
は
右
近
番
長

か
ら
府
生
・
将
曹
に
昇
進
し
て
お
り
、
出
向
官
人
で
は
無
い
。
近
衛
府
生
え
抜
き
の

事
務
官
入
も
い
た
こ
と
に
な
る
。

紀
正
方
は
こ
う
し
た
近
衛
府
の
将
曹
・
府
生
ク
ラ
ス
の
事
務
官
人
や
政
所
・
線
所

な
ど
に
所
属
す
る
案
主
・
府
掌
・
使
部
ら
下
級
職
員
を
年
預
将
曹
と
し
て
指
揮
し
、

府
運
営
に
あ
た
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
正
方
自
身
に
は
府
生
以
前
の
近
衛
府
で
の
活

動
が
確
認
で
き
ず
、
出
向
宮
人
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
紀
氏
は
太
政
官
・
蔵
人
所

の
下
級
官
人
や
権
問
の
下
家
司
を
輩
出
し
た
氏
族
で
あ
る

g
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、

正
方
は
太
政
官
や
蔵
人
所
の
下
級
官
人
を
勤
め
た
後
、
右
近
府
生
と
し
て
近
衛
府
へ

赴
任
し
た
の
で
あ
り
、
玉
方
こ
そ
近
衛
府
へ
出
向
し
て
い
た
事
務
官
人
た
ち
の
長
で

あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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お
わ
り
に

摂
関
期
の
右
近
将
曹
紀
正
方
は
年
預
将
曹
と
し
て
近
衛
府
の
事
務
方
官
人
た
ち
を

率
い
て
文
書
作
成
・
保
管
、
前
例
勘
申
な
ど
に
従
事
し
、
時
に
行
事
担
当
部
署

「
所
」
に
所
属
し
て
行
事
運
営
に
従
事
し
た
。
正
方
は
近
衛
府
に
お
い
て
演
者
と
し

て
の
性
格
を
持
た
な
い
事
務
処
理
に
特
化
し
た
官
人
の
ひ
と
り
で
あ
り
、
長
期
間
年

預
将
曹
と
し
て
近
衛
府
政
所
の
活
動
を
支
え
て
い
た
。
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本
稿
を
結
ぶ
に
あ
た
っ
て
院
政
期
に
登
場
す
る
近
衛
府
庁
頭
と
の
関
連
に
触
れ
た

い
。
「
は
じ
め
に
」
で
も
述
べ
た
様
に
、
近
衛
府
庁
頭
は
特
定
の
氏
族
が
左
右
近
衛
府

の
実
務
を
請
け
負
い
、
世
襲
し
て
い
く
も
の
で
あ
っ
た
。
確
か
に
年
預
将
曹
紀
正
方

に
事
務
作
業
が
集
中
し
て
い
る
様
子
が
見
ら
れ
、
そ
の
よ
う
に
摂
関
期
に
は
年
預
将

曹
に
集
中
し
て
い
た
府
務
運
営
事
務
が
、
院
政
期
以
降
、
庁
頭
に
よ
っ
て
掌
握
世
襲

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
が
、
紀
氏
が
そ
う
し
た
地
位
を
世
襲
し
て

い
く
こ
と
は
無
か
っ
た
。
摂
関
期
に
お
い
て
は
、
庁
頭
の
様
な
世
襲
の
官
司
請
負
制

は
未
成
立
で
制
度
化
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
見
て
良
い
と
思
う
。
摂
関
期
に
は
政
所

年
預
官
人
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
た
近
衛
府
実
務
が
ど
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
を
経
て

庁
頭
に
よ
っ
て
担
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
院
政
期
に
な
っ
て
も
存
続
す
る
年

預
官
人
が
院
政
期
に
至
っ
て
庁
頭
の
成
立
に
よ
っ
て
ど
の
様
に
変
化
し
た
の
か
、
庁

頭
と
年
預
官
人
と
の
役
割
分
担
は
ど
う
な
っ
て
い
た
の
か
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

註

（1
）
鳥
谷
智
文
「
王
朝
国
家
に
お
け
る
近
衛
府
府
務
運
営
の
一
考
察
」
（
『
史
学
研

究
』
一
九
九
号
一
九
九
三
年
）
、
佐
々
木
恵
介
「
『
小
右
記
』
に
み
る
摂
関
期
近

衛
府
の
政
務
運
営
」
（
『
日
本
律
令
制
論
集
下
巻
』
吉
川
弘
文
館
一
允
九
三

年）。

（2
）
笹
山
晴
生
「
左
右
近
衛
府
上
級
官
人
の
構
成
と
そ
の
推
移
」
（
『
日
本
古
代
衛

府
制
度
の
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
一
九
八
五
年
）
二
八
四
頁
。

（3
）
中
原
俊
章
「
諸
寮
司
・
宮
廷
機
構
と
地
下
官
人
」
（
『
中
世
公
家
と
地
下
官

人
』
吉
川
弘
文
館
一
九
八
七
年
）
九
七

1
九
九
頁
。

（4
）
今
正
秀
「
平
安
中
・
後
期
か
ら
鎌
倉
期
に
お
け
る
官
司
運
営
の
特
質
」
（
『
史

学
雑
誌
』
九
九
巻
の
一
号
一
九
九

O
年）。

（5
）
鳥
谷
智
文
「
王
朝
国
家
に
お
け
る
近
衛
府
府
務
運
営
の
一
考
察
」
（
前
掲
）

（6
）
『
小
右
記
』
寛
弘
八
（
一

O
一
一
）
年
七
月
二

O
日
条
。
な
お
以
後
、
小
右

記
の
記
事
は
年
月
日
の
み
記
す
。

（7
）
長
元
四
（
一

O
三
一
）
年
八
月
二
二
日
条
。

（8
）
寛
弘
五
（
一

O
O八
）
年
一

O
月
一
九
日
条
。

（9
）
長
和
元
（
一

O
一
二
）
年
八
月
二
七
日
条
な
ど
。

（
叩
）
長
和
二
（
一

O
二
ニ
）
年
二
月
二

O
日
条
な
ど
。

（
日
）
長
和
二
（
一

O
一
三
）
年
一
月
一
六
日
条
。

（
ロ
）
治
安
三
年
七
月
一
八
日
条
、
同
一
九
日
条
。

（
日
）
長
和
二
（
一

O
二
二
）
年
一
月
三

O
日
条
、
寛
仁
三
（
一

O
一
九
）
年
一

O

月
二
七
日
条
、
治
安
三
（
一

O
二
三
）
年
一
月
二
九
日
条
。

（
M
）
万
寿
元
（
一

O
二
四
）
年
一
一
月
五
日
条
。

（
日
）
長
和
二
（
一

O
二
二
）
年
九
月
一

O
日
条
。

（
同
）
寛
弘
八
（
一

O
一
二
年
八
月
二
六
日
条
。

（
げ
）
長
和
二
（
一

O
一
三
）
年
一
月
一
六
日
条
。

（
問
）
長
和
二
（
一

O
一
三
）
年
三
月
一
一
日
条
。

（
ゆ
）
寛
仁
三
（
一

O
一
九
）
年
八
月
一
九
日
条
。

（
却
）
寛
仁
元
（
一

O
二
ハ
）
年
九
月
九
日
条
。

（
幻
）
治
安
三
（
一

O
二
三
）
年
二
一
月
二
七
日
条
。

（
勾
）
長
和
四
（
一

O
一
五
）
年
六
月
二
六
日
条
。

（
お
）
府
生
奏
、
将
監
奏
、
将
曹
奏
な
ど
の
補
任
関
係
、
番
奏
筒
、
相
撲
擬
近
奏
、

相
撲
人
装
束
請
奏
、
相
撲
召
合
雑
物
詩
奏
な
ど
の
奏
、
見
参
、
番
長
宣
旨
・
起
請

宣
旨
（
大
将
宣
）
、
府
牒
、
先
例
答
申
の
勘
文
な
ど
の
事
例
が
見
ら
れ
る
。
鳥
谷
智

文
「
王
朝
国
家
に
お
け
る
近
衛
府
府
務
運
営
の
一
考
察
」
（
前
掲
）
。

（M
）
治
安
三
（
一

O
二
三
）
年
七
月
二
七
日
条
。

（
お
）
治
安
三
（
一

O
二
三
）
年
八
月
一

O
日
条
、
同
一
六
日
条
。

（
%
）
寛
弘
二
（
一

O
O五
）
年
一
二
月
一

O
日
条
。

（
幻
）
長
和
二
（
一

O
二
ニ
）
年
七
月
一
一
一
一
日
条
。

（
お
）
長
和
二
（
一

O
二
三
年
八
月
二
八
日
条
。
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（
ぎ
寛
仁
三
（
一

O
一
九
）
年
八
月
二
八
日
条
。

（
却
）
万
寿
二
（
一

O
二
五
）
年
一

O
月
一
九
日
条
。

（
引
）
鳥
谷
智
文
「
王
朝
国
家
に
お
け
る
近
衛
府
府
務
運
営
の
一
考
察
」
（
前
掲
）
。

（
匁
）
鳥
谷
智
文
「
王
朝
国
家
に
お
け
る
近
衛
府
府
務
運
営
の
一
考
察
」
（
前
掲
）
。

（
お
）
長
和
二
（
一

O
二
ニ
）
年
二
月
二
九
日
条
、
同
三
月
一
八
日
条
。

（M
）
長
和
三
（
一

O
一
四
）
年
三
月
二
日
条
。

（
お
）
治
安
三
（
一

O
二
三
）
年
一
一
月
一
八
日
条
。

（
ぎ
治
安
三
（
一

O
二
三
）
年
九
月
二
二
日
条
。

（
幻
）
元
木
泰
雄
「
摂
関
家
に
お
け
る
私
的
制
裁
に
つ
い
て
」
（
『
日
本
史
研
究
』
二

五
五
号
一
九
八
三
年
）
。

（
苅
）
鳥
谷
智
文
「
王
朝
国
家
に
お
け
る
近
衛
府
府
務
運
営
の
一
考
察
」
（
前
掲
）
。

（
匁
）
万
寿
四
（
一

O
二
七
）
年
六
月
一
一
一
一
日
条
。

（
ω）
寛
仁
元
（
一

O
一
六
）
年
八
月
一
九
日
条
。

（
剣
）
万
寿
元
（
一

O
二
四
）
年
一
月
一
七
日
条
。

（
必
）
鳥
谷
智
文
「
王
朝
国
家
に
お
け
る
近
衛
府
府
務
運
営
の
一
考
察
」
（
前
掲
）
。

（
目
的
）
万
寿
四
（
一

O
二
七
）
年
七
月
二
八
日
条
、
長
元
四
（
一

O
三
二
年
八
月

一
三
日
条
。

（
斜
）
寛
弘
二
（
一

O
O五
）
年
二
月
二

O
日
条
。

（
ぢ
長
和
二
（
一

O
二
二
）
年
八
月
一
日
条
。

（
管
長
和
二
（
一

O
二
二
）
年
七
月
二
二
日
条
。

（
灯
）
寛
仁
三
（
一

O
一
九
）
年
七
月
二
七
日
条
。

（
特
）
寛
仁
三
（
一

O
一
九
）
年
七
月
二
二
日
条
。

（
仰
）
長
和
二
（
一

O
二
ニ
）
年
七
月
二
一
日
条
。

（
知
）
長
和
三
（
一

O
一
四
）
年
五
月
五
日
条
。

（
幻
）
寛
弘
二
（
一

O
O五
）
年
三
月
一
八
日
条
。

（
幻
）
長
和
五
（
一

O
二
ハ
）
年
三
月
四
日
条
。

（
幻
）
長
和
二
（
一

O
二
ニ
）
年
三
月
一

O
R条
、
同
一
一
日
条
。

第3号史人

（un
）
万
寿
元
（
一

O
二
四
）
年
二
月
一
六
日
条
。

（
汚
）
治
安
三
（
一

O
二
三
）
年
八
月
一
六
日
条
。

（
%
）
長
和
三
（
一

O
一
四
）
年
五
月
五
日
条
、
寛
仁
二
（
一

O
一
八
）
年
五
月
四

日
条
な
ど
。

（
灯
）
寛
仁
三
（
一

O
一
九
）
年
七
月
二
一
日
条
、
治
安
三
（
一

O
二
三
）
年
七
月

二
四
日
条
な
ど
。

（
銘
）
長
和
四
（
一

O
一
五
）
年
間
六
月
五
日
条
、
同
五
月
四
日
条
、
同
五
（
一

O

二
ハ
）
年
五
月
四
日
条
、
同
六
日
条
、
寛
仁
三
（
一

O
一
九
）
年
七
月
二
五
日
条
、

同
元
（
一

O
二
ハ
）
年
一
二
月
二
八
日
条
な
ど
。

（mn
）
万
寿
四
（
一

O
二
七
）
年
七
月
一
九
日
条
、
同
二

O
日
条
、
同
二
二
日
条
、

同
二
八
日
条
な
ど
。

（
ω）
万
寿
四
（
一

O
二
七
）
年
四
月
七
日
条
、
長
元
四
（
一

O
三
二
年
八
月
一

三
日
条
な
ど
。

（
“
）
「
三
条
家
本
北
山
抄
裏
文
書
」
長
保
元
（
九
九
九
）
年
四
月
一
日
衛
門
府
月

奏
文
（
『
平
安
遺
文
』
三
八

O
号）。

（
位
）
治
安
三
（
一

O
二
三
）
年
一
二
月
五
日
条
。

（
日
）
「
九
条
家
本
延
喜
式
裏
文
書
」
寛
弘
七
（
一

O
一
O
）
年
二
月
三

O
日
衛
門

府
線
料
下
用
注
文
（
『
平
安
遺
文
』
四
五
五
号
）
、
同
一

O
月
三

O
R衛
門
府
線
料

下
用
注
文
（
『
平
安
遺
文
』
四
五
八
号
）
。
佐
々
木
恵
介
「
『
小
右
記
』
に
み
る
摂

関
期
近
衛
府
の
政
務
運
営
」
（
前
掲
）
参
照
。

（
併
）
寛
弘
二
（
一

O
O五
）
年
二
月
二

O
日
条
。

（
白
）
寛
弘
二
（
一

O
O五
）
年
三
月
一
八
日
条
。

（
“
）
寛
弘
二
（
一

O
O五
）
年
一
一
一
月
一

O
日
条
。

（
釘
）
寛
弘
二
（
一

O
O五
）
年
五
月
六
日
条
、
『
本
朝
世
紀
』
長
保
元
（
九
九
九
）

年
六
月
一
八
日
条
。

（
伺
）
仲
重
は
そ
の
後
、
年
預
将
監
と
し
て
活
動
し
て
い
る
（
前
掲
鳥
谷
論
文
）
。
長

和
二
（
一

O
一
三
）
年
八
月
二
七
日
条
に
は
「
為
一
一
年
預
＼
久
仕
ニ
府
事
一
」
と
あ
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摂関期の近衛府府務運営と下級官人一右近衛府年預将智紀正方を中心にー（鷲藤）

る
が
、
年
預
将
曹
時
代
を
も
含
め
た
記
述
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

（
的
）
播
磨
保
信
は
随
身
で
著
名
な
競
馬
の
名
手
で
あ
っ
た
（
『
江
家
次
第
巻
六
』
臨

時
競
馬
）
。
下
毛
野
公
助
（
永
俳
元
（
九
八
九
）
年
四
月
二
八
日
条
）
、
高
扶
宣

（
治
安
二
（
一

O
二
二
）
年
五
月
二
六
日
条
）
に
も
競
馬
で
の
乗
尻
奉
仕
の
記
事

が
見
ら
れ
る
。

（
初
）
治
安
元
（
一

O
二
二
年
二
一
月
一
四
日
条
。
『
地
下
家
伝
』
に
は
楽
人
と
し

て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
円
）
『
御
堂
関
白
記
』
寛
仁
元
（
一

O
二
ハ
）
年
一
月
一
八
日
条
。

（η
）
寛
弘
二
（
一

O
O五
）
年
一
一
月
一
五
日
条
。

（
乃
）
長
和
三
（
一

O
一
四
）
年
五
月
一
六
日
条
、
寛
仁
元
（
一

O
一
六
）
年
二
一

月一

O
日
条
。

（
対
）
長
和
四
（
一

O
一
五
）
年
九
月
一
六
日
条
、
寛
仁
三
（
一

O
一
九
）
年
一
月

一
九
日
条
。

（
行
）
寛
仁
三
（
一

O
一
九
）
年
二
月
一
九
日
条
、
治
安
二
（
一

O
二
二
）
年
五
月

二
六
日
条
。

（
苅
）
万
寿
二
（
一

O
二
五
）
年
二
月
一
八
日
条
。

（
打
）
長
和
五
（
一

O
二
ハ
）
年
一
月
二
九
日
条
。

（
河
）
万
寿
元
（
一

O
二
四
）
年
七
月
一
二
日
条
。

（
衿
）
『
除
目
大
成
抄
』
第
八
。

（
的
）
森
田
悌
「
平
安
中
期
左
右
衛
門
府
の
考
察
」
（
『
金
沢
大
学
教
育
学
部
紀
要
』

二
四
号
、
一
九
七
五
年
）
。

（
幻
）
中
原
俊
章
「
中
世
地
下
官
人
の
系
譜
と
身
分
」
（
前
掲
『
中
世
公
家
と
地
下
官

人』）。

担

条

担
当
者
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大
学
院
演
習
『
小
右
記
』
講
読
担
当
者
一
覧
②

演
習
日

一
九
九
九
年

四
月
一
六
日

四
月
二
三
日

四
月
三

O
日

五

月

七

日

五
月
一
四
日

五
月
二
一
日

五
月
一
一
八
日

六

月

四

日

六
月
一
一
日

六
月
一
八
日

六
月
二
五
日

七

月

二

日

七
月

七
月
一
六
日

七
月
二
三
日

七
月
三

O
日

当

田

中

基

羊

石

原

智

則

大

津

智

子

庄

司

正

史

木

田

誠

治

三
輪
誠
一
郎

小
島
荘
一

九
日

長
徳
二
年
一

O
月
一
日
条

長
徳
二
年
一

O
月
八
日
・
九
日
条

長
徳
二
年
一

O
月
一
一
日
・
二
二
日
条

長
徳
二
年
一

O
月
二
二
日
・
一
一
月
六
日
・
一

O
日
条

長
徳
二
年
二
一
月
一
四
日
条

長
徳
三
年
正
月
条

長
徳
三
年
正
月
二
九
日
・
二
月
一

O
日
条

長
徳
三
年
二
月
二
二
日
・
二
三
日
・
三
月
一

O
日・

一
八
日
・
二

O
日

条

大

津

智

子

長

徳

三

年

四

月

三

日

・

五

日

条

田

口

由

香

長

徳

三

年

四

月

一

六

日

条

・

一

七

日

庄

司

正

史

長

徳

三

年

四

月

一

七

日

・

一

八

日

条

木

田

誠

治

長

徳

三

年

四

月

二

二

日

・

二

五

日

条

小

島

荘

一

長
徳
三
年
五
月
一
五
日
・
一
八
日
・
二
六
日
条
三
輪
誠
一
郎

長
徳
三
年
六
月
三
日
・
二
一
日
・
二
二
日
条
大
津
智
子

長

徳

三

年

六

月

二

二

日

・

二

三

日

条

田

口

由

香

長

徳

三

年

六

月

二

五

日

条

圧

司

正

史

長

徳

三

年

七

月

五

日

条

庄

司

正

史

・

木

田

誠

治

長
徳
三
年
七
月
五
日
・
九
日
・
二
八
日
条
小
島
荘
一

長
徳
三
年
八
月
一
一
日
・
二
一
日
・
二
二
日
・

一
四
日
・
九
月
二
日
条

長
徳
三
年
九
月
九
日
・
二

O
日
条

長
徳
三
年
一

O
月
一
日
条

長
徳
三
年
一

O
月
一
日
条

三
輪
誠
一
郎

大

津

智

子

田

口

由

香

大

津

智

子


